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 2. マウス顎下腺における遺伝子発現解析 
 Per2，Bmal1，Dbp mRNAの発現は，生体内と生体外培養下の両方で概日変動を示した．Per2と
Bmal1 mRNA発現の概日変動は互いに逆位相であった．Cry1-/-Cry2-/-マウス顎下腺ではPer2，Bmal1，
Dbp mRNAは日内変動を示さず，Per2とDbp mRNAの発現量は定常高値で，Bmal1 mRNAの発現量
は定常定値を示した．以上の結果は，顎下腺に転写・翻訳フィードバックループによる分子時計
機構が存在し，CRYはリズム発振に必要な因子であることを示している． 
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